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序説

著者: Johan Lofstad, Microchip Technology Inc.

この使用者の手引きはGoogleｸﾗｳﾄﾞ基盤(GCP:Google Cloud Platform)を使ってどうGoogle HomeｱｼｽﾀﾝﾄをIoTﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄに統合することができるかを記述します。特に、番号を出力するのにAVR®-IoT WG基板を使う”番号出力”
例。”制御卓に123を出力”のような音声命令が与えられると、IoT基板は命令行に番号を出力します。網羅される話題
は次のとおりです。

・ ｸﾗｳﾄﾞへのAVR-IoT基板接続

・ DialogflowとGoogle Actionsを使ってGoogleｸﾗｳﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄへGoogle Homeｱｼｽﾀﾝﾄ対応装置を統合

・ AVR-IoT基板に”print x”ﾒｯｾｰｼﾞを送るための音声命令の追加

図1.はﾒｯｾｰｼﾞ出力例の流れ図を示します。Google Homeｱｼｽﾀﾝﾄ対応装置に話すことによって人は音声命令を始め
ます。音声はDialogflowとGoogle Actionsを通して処理され、音声から命令を理解します。その命令はその後に文章と
してCloud Functions(ｸﾗｳﾄﾞ関数)へ転送されます。ｸﾗｳﾄﾞ関数は要求を処理してCloud IoT Core(ｸﾗｳﾄﾞIoT核)を使って
AVR-IoT基板にﾒｯｾｰｼﾞを転送します。この基板がﾒｯｾｰｼﾞを受け取ると、それはUSBを通して接続されたﾉｰﾄPCへ即
座に送られます。

図1. ﾒｯｾｰｼﾞ出力例の流れ図
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助言: IoT基板用の例ｿｰｽ ｺｰﾄﾞはAtmel START:https://start.atmel.com/#example/Atmel%3AAVR_IoT_WG_Se 
nsor_Node_With_Voice_Control%3A1.0.0%3A%3AApplication%3AAVR_IoT_WG_Sensor_Node_With_Voice_C
ontrol%3Aで見つけることができます。

Googleｸﾗｳﾄﾞ基盤用の例ｿｰｽ ｺｰﾄﾞはGitHub:https://github.com/microchip-pic-avr-solutions/avr-iot- 
wg-board-voice-control-cloudで見つけることができます。

https://start.atmel.com/#example/Atmel%3AAVR_IoT_WG_Sensor_Node_With_Voice_Control%3A1.0.0%3A%3AApplication%3AAVR_IoT_WG_Sensor_Node_With_Voice_Control%3A
https://start.atmel.com/#example/Atmel%3AAVR_IoT_WG_Sensor_Node_With_Voice_Control%3A1.0.0%3A%3AApplication%3AAVR_IoT_WG_Sensor_Node_With_Voice_Control%3A
https://start.atmel.com/#example/Atmel%3AAVR_IoT_WG_Sensor_Node_With_Voice_Control%3A1.0.0%3A%3AApplication%3AAVR_IoT_WG_Sensor_Node_With_Voice_Control%3A
https://github.com/microchip-pic-avr-solutions/avr-iot-wg-board-voice-control-cloud
https://github.com/microchip-pic-avr-solutions/avr-iot-wg-board-voice-control-cloud
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1. ｸﾗｳﾄﾞ構成設定
Googleｱｼｽﾀﾝﾄ装置を統合するのにGoogleｸﾗｳﾄﾞ基盤ｱｶｳﾝﾄとﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが必要とされます。https://cloud.google.comへ誘導してｱｶｳ
ﾝﾄを作成してください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの作成を促される時に”Vloice to AVR”のように関連する何かで名付けてください。ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄが有効
になるのに数分かかるかもしれません。

1.1. IoT核構成設定

IoT核単位部はIoT装置との全ての通信を扱うように設計されています。全ての装置は固有IDと認証資格と共にIoT核で登録されま
す。要するに、これはIoT装置とｸﾗｳﾄﾞの残りの間の交換器として扱います。

IoT核単位部はｸﾗｳﾄﾞ制御卓の左手側のﾒﾆｭｰを通して開くことができます。ｸﾗｳﾄﾞ ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに単位部を追加するには”Enable(許可)”
をｸﾘｯｸしてください。IoT核が追加されると、Registries(登録部)頁が現れるべきです。この手続きの画面例については図1-1.をご覧く
ださい。

IoT核単位部に接続するには装置が登録部に追加されなければなりません。登録部はｸﾗｳﾄﾞと通信することができる装置の組です。
新しい登録部を作成するにはCreate Registry(登録部作成)釦をｸﾘｯｸしてください。いくつかの必要とされる領域があります。表1-1.
の”入力”列に従って登録部を構成設定してください。いくつかの領域は”Show Advanced Options(高度な任意選択を表示)”をｸﾘｯｸ
する前に現れないかもしれません。

表1-1. IoT核作成登録部領域

名前 説明入力

Registry ID voice-devices 登録部を識別する恒久的なID

Region 適用地域 ﾃﾞｰﾀが格納される地理的な地域

Protocol
☑ MQTT
□ HTTP

どの通信規約が登録部を支援するか?。MQTTと
HTTPの両方が支援されます。

Cloud Pub/Sub topics

引き落としﾒﾆｭｰを選んでClreate a topic(話題作成)を
選んでください。話題名voice-upstreamを入力してく
ださい。残りを既定のままとして”Create tpic(話題作
成)”を押してください。

既定の遠隔測定の話題(ﾄﾋﾟｯｸ)はMQTT話題で、
これは装置からの全ﾒｯｾｰｼﾞが配送されます。

Device state topic
(任意選択)

無変化のままにしてください。
装置によって配給される全ての状態事象がそれ
らに送られます。この例では使われません。

Stackdriver Logging None(なし) この例では使われません。

1.1.1. 装置を登録部に追加

登録部内の全ての装置は左手側のDevices(装置)ﾀﾌﾞを選ぶことによって見つかります。新しい装置はCreate Device(装置作成)を押
すことによって追加することができます。図1-3.をご覧ください。AVR IoT WG基板を追加するには”Device ID(装置ID)”、”Public key 
format(公開鍵形式)、”Public key value(公開鍵値)”を除いて全てを既定のままにしてください。Device ID(装置ID)は”CLICK-ME.ht 
m”ﾌｧｲﾙのURLで見つかります。”CLICK-ME.htm”ﾌｧｲﾙはｷｯﾄがUSBを通して接続される時に”CURIOSITY”ﾄﾞﾗｲﾌﾞ下に置かれま
す。図1-2.で例をご覧ください。Googleｸﾗｳﾄﾞは最初の文字が(数字で
はなく)文字であることを必要とします。従って入力される装置IDは”d 
+ 番号”であるべきです。例えば、”d0123710B94CEB0ECFE”です。

図1-2. IoTに対する装置ID発見

図1-1. IoT核単位部の見つけ方
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https://cloud.google.com/
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図1-3. IoT核登録部へ新しい装置を追加

公開鍵形式は”ES256”です。公開鍵はCURIOSITYﾄﾞﾗｲﾌﾞ下
の”PUBKEY.txt”ﾌｧｲﾙで見つかります。内容をPublic key value
(公開鍵値)領域に複写してください。詳細が図1-4.と同じである
べきです。装置を追加するために”Create(作成)”をｸﾘｯｸしてく
ださい。

図1-4. AVR® IoT WG基板用装置設定

1.2. ｸﾗｳﾄﾞ関数設定

ｸﾗｳﾄﾞ関数は起動(trigger)事象が起きる時に必ず走行するｺｰﾄﾞ断片です。ｸﾗｳﾄﾞ関数は音声命令要求を受け取り、それらを処理し、
そして処理したﾒｯｾｰｼﾞを装置に転送するのに使うことができます。新しいｸﾗｳﾄﾞ関数を作成するにはｸﾗｳﾄﾞ操作卓の左手側のﾒﾆｭｰを
通してそれを開くことによってCloud Functions(ｸﾗｳﾄﾞ関数)単位部へ、続けて”Create Function(関数作成)”に誘導してください。ｸﾗｳ
ﾄﾞ関数設定での画面例については図1-5.をご覧ください。

表1-2.によって領域を埋めてください。
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図1-5. ｸﾗｳﾄﾞ関数作成
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2

表1-2. ｸﾗｳﾄﾞ関数領域

名前 説明入力

Name voice-command-process ｸﾗｳﾄﾞ関数を機別するための名前

Trigger HTTP ｸﾗｳﾄﾞ関数の起動方法

Source Code Inline editor
実行されるｿｰｽ ｺｰﾄﾞ。”Inline editor”を使うことにより、ｿｰｽ ｺｰ
ﾄﾞは下の領域で入力することができます。

Runtime Python 3.7 ｿｰｽ ｺｰﾄﾞの言語

main.py 下のｺｰﾄﾞをご覧ください。 ｸﾗｳﾄﾞ関数が起動される時に実行されるｿｰｽ ｺｰﾄﾞ

requirements.txt

google-cloud-storage
google-auth==1.6.2
google-api-python-client==1.7.8
google-auth-httplib2==0.0.3
google-cloud-pubsub==0.39.1
paho-mqtt==1.4.0
pyjwt==1.7.1
oauth2client

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞを走らせるのに必要とされるpython単位部

ｿｰｽ ｺｰﾄﾞの入口点Function to excute process_voice
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ｸﾗｳﾄﾞ関数が作成されたなら、それを開いてTrigger(起動)
ﾀﾌﾞを選んでください。ｸﾗｳﾄﾞ関数は呼び出しが一覧にさ
れたURLに対して行われる時に必ず呼び出されます。画
面例については図1-6.をご覧ください。Dialogflowを構成
設定する時に次の段階で使われるため、起動URLに注目
してください。

図1-6. ｸﾗｳﾄﾞ関数の起動URLを見つける場所

from googleapiclient import discovery
import base64

# 重要: これらの領域をあなたのﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ設定に変更してください。
PROJECT_ID = "voice-to-avr"
IOT_CORE_REGION = "europe-west1"
IOT_CORE_REGISTRY_ID = "voice-devices"
IOT_CORE_DEVICE_ID = "d0123DFDAEF65AF85FE"

# https://cloud.google.comで得られたｺｰﾄﾞ
def get_gcloud_client():
 api_version = 'v1'
 discovery_api = 'https://cloudiot.googleapis.com/$discovery/rest'
 service_name = 'cloudiotcore'

 discovery_url = '{}?version={}'.format(
  discovery_api, api_version)

 return discovery.build(
  service_name,
  api_version,
  discoveryServiceUrl=discovery_url,
  credentials=None,
  cache_discovery=False)

# https://cloud.google.comで得られたｺｰﾄﾞ
def send_message_to_device(project_id, cloud_region, registry_id, device_id, payload):
 """
 Sends a message to an IoT Device through the config pubsub topic. (Config pubsub is /devices/
d_id/config)
 :param project_id: Google Cloud project ID
 :param cloud_region: sWhich region is the device located in. For instance us-central1
 :param registry_id: IoT Core Registry the device is loacted in
 :param device_id: The device ID
 :param payload:
 :return:
 """
 client = get_gcloud_client()
 device_path = 'projects/{}/locations/{}/registries/{}/devices/{}'.format(
  project_id, cloud_region, registry_id, device_id)

 config_body = {
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  'binaryData': base64.urlsafe_b64encode(
   payload.encode('utf-8')).decode('ascii')
 }

 return client.projects(
 ).locations().registries(
 ).devices().modifyCloudToDeviceConfig(
  name=device_path, body=config_body).execute()

 def process_voice(request):
  request_json = request.get_json()
  queryResult = request_json['queryResult']
  parameters = queryResult['parameters']

 number = str(int(parameters['number']))
 payload = '{{"number":"{}"}}'.format(number)
 print("Sent {} to device".format(number))
 send_message_to_device(PROJECT_ID, IOT_CORE_REGION, IOT_CORE_REGISTRY_ID, IOT_CORE_DEVICE_ID, 
payload)

1.3. DialogflowとGoogle Actions

Dialogflowはどんなｺｰﾄﾞ行も書く必要もなく、自然な言語処理とGoogleｸﾗｳﾄﾞ応用へ音声制御の統合を許すｻｰﾋﾞｽです。出力例につ
いて、Dialogflowは出力されるべき望む番号と共に「1.2. ｸﾗｳﾄﾞ関数設定」項で作成されたｸﾗｳﾄﾞ関数用起動URLを呼び出すべきで
す。Dialogflowはhttps://dialogflow.cloud.google.comで見つけることができます。登録時、新しいAgent(取次)を作成する指示ﾒｯｾｰｼﾞ
が現れます。それを”print-agent”と名付け、既定言語としてEnglish(英語)、Googleﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄに前項で作成されたものを選んでくださ
い。取次を完成させるためCREATE(作成)をｸﾘｯｸしてください。作成処置の画面例については図1-7.をご覧ください。

図1-7. Dialogflow取次作成

1.3.1. ｲﾝﾃﾝﾄ作成

Dialogflowはｲﾝﾃﾝﾄ(Intents:意図、目的)の概念で動きます。ｲﾝﾃﾝﾄは使用者が行うことを望む何かで、意図する何かです。この例に
ついて、ｲﾝﾃﾝﾄはIoT基板からPCに与えられたﾒｯｾｰｼﾞを出力することです。ｲﾝﾃﾝﾄを作成するにはCreate Intent(ｲﾝﾃﾝﾄ作成)をｸﾘｯ
ｸしてください。最初の段階はいくつかの調教句(ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ ﾌﾚｰｽﾞ)を追加することで、これは使用者がそれらのｲﾝﾃﾝﾄとどう話し合うか
の自然言語での例です。以下の調教句(またはそれ以上)を追加してください。

・ Please print the following 81727 1321 (以下を印刷(出力)してください。81727 1321)

・ Could you print Twenty Four? (24を印刷(出力)してもらえますか?)

・ Send 71 372 to the computer (71 372をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに送ってください。)

追加された全ての調教句について句の実体(entity)が記されなければなりません。実体はﾒｯｾｰｼﾞから抽出されるべき情報を定義す
る方法です。この例について、句内の番号を記して、句内の番号としてそれを識別する@sys.numberを選んでください。この手続きの
画面例については図1-8.をご覧ください。

https://dialogflow.cloud.google.com/
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図1-8. ｲﾝﾃﾝﾄに調教句追加

1

2

Action(活動)とParameters(仮引数)の領域は抽出された実体がどの仮引数に割り当てられるべきかを定義するのに使われます。図
1-9.で示されるように仮引数を埋めてください。

図1-9. 番号仮引数定義

ﾀﾞｲｱﾛｸﾞにいくつかの変種を追加するため、応答を追加することができます。この応答はｲﾝﾃﾝﾄが終了された時に使用者へ話返され
ます。Add Response(応答追加)をｸﾘｯｸし、”Printing $number from the AVR-IoT Board(AVR-IoT基板から$番号を出力(印刷))”と入
力してください。”$number”部分が上で定義された仮引数を参照することに注意してください。応答後に会話を閉じるにはSet this 
intent as end of conversation(このｲﾝﾃﾝﾄを会話の最後として設定)をｸﾘｯｸしてください。最後に、Fulfillment(遂行)下でEnable 
webhook call for this intent(このｲﾝﾃﾝﾄ用Webhook呼び出しを許可)に対する摺動子を許可してください。右上隅でSave(保存)をｸﾘｯ
ｸすることによって終了してください。

Fulfillment(遂行)は新しく得られた情報で会話の最後で対話が行うものです。左手側のﾒﾆｭｰでFulfillment(遂行)をｸﾘｯｸしてWebhook
を許可するために右手側の摺動子を使ってください。URL領域で以前の項で作成されたｸﾗｳﾄﾞ関数から起動URLを入力してくださ
い。他は既定のままとして”Save(保存)”をｸﾘｯｸしてください。
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1.3.2. 対話の試験と確認

Homeｱｼｽﾀﾝﾄ装置を追加してAVR-IoT基板を構成設定することによる手続きの前に、ｸﾗｳﾄﾞが正しく関数を設定したことを確認するこ
とが有益です。図1-10.で示されるように、「1.2. ｸﾗｳﾄﾞ関数設定」項で作成したｸﾗｳﾄﾞ関数を開き、VIEW LOGS(記録を表示)をｸﾘｯｸし
てください。

図1-10. ｸﾗｳﾄﾞ関数用記録を表示

別のﾀﾌﾞでDialogflowへ誘導してください。右上隅にTry it now(今すぐ試行)と名付けられた文章枠があります。ここで入力される文書
は実際の音声命令を模倣します。例えば、Could you print five?(5を出力(印刷)してもらえますか?)と入力してください。これはｸﾗｳﾄﾞ
関数に要求を送ります。図1-11.は全てが上手く行った場合の結果を示します。最初の画面例はDialogflowからで、2つ目はｸﾗｳﾄﾞ関
数記録表示からです。

図1-11. Dialogflowとｸﾗｳﾄﾞ関数でのｸﾗｳﾄﾞ設定検査

1

2
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1.3.3. Googleｱｼｽﾀﾝﾄ対応装置の使い方

助言: 装置が”Hey Google”指示に応答するなら、きっとGoogleｱｼｽﾀﾝﾄ対応が許され、この例に使うことができます。例えば、
殆どのAndroid®ﾌｫﾝとGoogle Home装置は適合します。

Googleｱｼｽﾀﾝﾄ対応装置は”Hey Google”指示で音声命令を発行するのに使うことができます。これを以前の項で作成したｸﾗｳﾄﾞ例
で使うには同じGoogleｱｶｳﾝﾄで接続されなければなりません。Googleｱｶｳﾝﾄで接続する手順は当該装置に依存します。

Googleｱｼｽﾀﾝﾄを使うには対話(Dialog)がDialogflowからGoogle Actionsにｲﾝﾎﾟｰﾄされなければなりません。ﾃﾞｰﾀはDialogflowのTry 
it now(今すぐ試行)文章枠直下の”See how it works in Google Assistant(Googleｱｼｽﾀﾝﾄの動作を確認)”ﾘﾝｸをｸﾘｯｸすることによって
ｲﾝﾎﾟｰﾄされます。これは使用者をGoogle Actions操作卓へも向け直します。

活動(Action)はそれが名前を割り当てられる前に呼ぶことができません。名前は上部のﾊﾞｰで”Develop(開発)”をｸﾘｯｸして表示名を
入力することによって割り当てられます。この例は”Microchip Voice”の名前を使います。変更を有効にするため、右上側のSave(保
存)をｸﾘｯｸしてください。”Testing on Device(装置で試験)”設定は命令を実施するのに当該装置を使うことが許可されなければなりま
せん。上部ﾊﾞｰでTest(試験)ﾀﾌﾞへ誘導してください。図1-12.で示されるように、右上隅でTesting on Device(装置で試験)が許可され
ることを確実にしてください。

「1.3.2. 対話の試験と確認」で発行されたのと同じ音声命令が今や以下の対話によってｱｼｽﾀﾝﾄ装置から発行することができます。
Hey Google . . . Talk to Microchip Voice(Microchip Voiceに話し掛け) - これはMicrochip Voiceの試験版です。Greetings! How 
can I assist?(こんにちは!どのようなご用件でしょうか?) - Could you print five?(5を印刷(出力)してもらえますか?) - 5をAVR-IoT基板
で出力します。

助言: 図1-10.で示されるように、ｸﾗｳﾄﾞ関数記録を一瞥することによって正しい機能を確認することが常に可能です。

図1-12. 装置での試験を許可

2. AVR-IoT WG基板追加

助言: 読者が以降の本章で問題を持つ場合、処置する前にAVR-IoT WG基板使用者の手引きを読むことが推奨されます。こ
れはhttp://www.microchip.com/DS50002809でﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞすることができます。必要な時に鍵となる概念の要約が与えら
れます。

助言: Atmel Studioはhttps://www.microchip.com/mplab/avr-support/atmel-studio-7で得ることができます。

出力(印刷)例の最終段階はｸﾗｳﾄﾞからﾒｯｾｰｼﾞを受け取ってｺﾝﾋﾟｭｰﾀに番号を出力するようにAVR-IoT基板を構成設定することで
す。AVR-IoT基板ﾌｧｰﾑｳｪｱをｲﾝﾎﾟｰﾄするにはAtmel Studioを開いてFile(ﾌｧｲﾙ)⇒New(新規)⇒Atmel Start Examle Project(Atmel 
START例ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ)を選んでください。”Board(基板)”引き落としﾒﾆｭｰで”ATmega4809 AVR IoT WG”を見つけてください。選別され
た一覧で、図2-1.で示されるように、”AVR IoT WG Sensor Node(AVR IoT WG感知器節点)”、続いて”OPEN SELECTED EXAMPL 
E(選んだ例を開く)”をｸﾘｯｸしてください。

http://www.microchip.com/DS50002809
https://www.microchip.com/mplab/avr-support/atmel-studio-7
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図2-1. Atmel StudioでIoT基板のﾌｧｰﾑｳｪｱを発見

“Cloud Configuration(ｸﾗｳﾄﾞ構成設定)”下で表2-1.でのように詳細を入力してください。ｿｰｽ ｺｰﾄﾞをAtmel Sudioにｲﾝﾎﾟｰﾄするには
“Generate Project(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ生成)”をｸﾘｯｸしてください。

表2-1. IoT基板ﾌｧｰﾑｳｪｱ用ｸﾗｳﾄﾞ構成設定入口

名前 説明入力

Project ID voice-to-avr
「1. ｸﾗｳﾄﾞ構成設定」章で定義されたｸﾗｳﾄﾞ ﾌﾟｼﾞｪｸﾄのID。このIDはProject Info(ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
情報)下でGoogle操作卓の表紙でも見つけることができます。

Project Region europe-west1
「1.1. IoT核構成設定」項で定義されたIoT核の地域。これはIoT核単位部表紙でも見つ
けることができます。

Registry ID voice-devices
「1.1. IoT核構成設定」項で定義されたIoT核の登録部ID。これはIoT核単位部表紙でも
見つけることができます。

MQTT Host mqtt.googleapis.com MQTTﾒｯｾｰｼﾞ用に接続するｻｰﾊﾞｰ。無変更のままにしてください。

2.1. ﾒｯｾｰｼﾞ処理

main.cではｸﾗｳﾄﾞからの新しいﾒｯｾｰｼﾞが到着する時に必ずreceivedFromCloud関数が呼ばれます。「1. ｸﾗｳﾄﾞ構成設定」で記述され
たｸﾗｳﾄﾞ構成設定とで全ての音声命令ﾒｯｾｰｼﾞはJSON文字列{”number”: x}として送られます。このJSON文字列は解析されて番号x
が抽出されなければなりません。抽出されたxはその後にprintf呼び出しを通して即座にPCへ送られます。下のｿｰｽ ｺｰﾄﾞをご覧くださ
い。MPLAB®ﾃﾞｰﾀ可視器(Data Visualizer)のような道具を使うことにより、出力されたﾒｯｾｰｼﾞを見ることができます。構成設定した基
板とで、図2-2.で示されるように、使用者が音声を通して出力(印刷)命令を発行する時に必ずﾃﾞｰﾀ可視器に番号(数値)が現れます。

図2-2. MPLABﾃﾞｰﾀ可視器で出力された結果の番号(数値)

// これは購読時にMQTTｻｰﾊﾞｰから配信されたﾒｯｾｰｼﾞを処理します。
void receivedFromCloud(uint8_t *topic, uint8_t *payload)
{
 debug_printer(SEVERITY_NONE, LEVEL_NORMAL, "topic: %s", topic);
 debug_printer(SEVERITY_NONE, LEVEL_NORMAL, "payload: %s", payload);

 char *numberToken = "\"number\":";
 char *subString;

 if ((subString = strstr((char *)payload, numberToken))) {
  uint8_t numberStrLength = 6;
  char numberStr[numberStrLength];

  // 番号の開始位置
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  char *currentChar = &subString[strlen(numberToken)] + 1;

  // ”に当たらない限りもっと桁があり、それらを記録
  uint8_t i = 0;
  while (*currentChar != '"')
  {
   numberStr[i] = *currentChar;
   currentChar++;
   i++;
   if (i > numberStrLength)
   {
    debug_printer(SEVERITY_WARNING, LEVEL_ERROR, "Number message has illegal 
parameter: %s\n", subString);
    return;
   }
  }
  // 文字列を有効にするためﾇﾙ終端子を追加
  numberStr[i] = '\0';

  // 番号出力(印刷)
  printf("The number is %s\n", numberStr);
 }
}

3. 改訂履歴

資料改訂 日付 注釈

A 2020年3月 初版文書公開
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Microchipｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ

Microchipはhttp://www.microchip.com/で当社のｳｪﾌﾞ ｻｲﾄ経由でのｵﾝﾗｲﾝ支援を提供します。このｳｪﾌﾞ ｻｲﾄはお客様がﾌｧｲﾙや情
報を容易に利用可能にするのに使われます。利用可能な情報のいくつかは以下を含みます。

・ 製品支援 - ﾃﾞｰﾀｼｰﾄと障害情報、応用記述と試供ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、設計資源、使用者の手引きとﾊｰﾄﾞｳｪｱ支援資料、最新ｿﾌﾄｳｪｱ配布と
保管されたｿﾌﾄｳｪｱ

・ 全般的な技術支援 - 良くある質問(FAQ)、技術支援要求、ｵﾝﾗｲﾝ検討ｸﾞﾙｰﾌﾟ、Microchip設計協力課程会員一覧

・ Microchipの事業 - 製品選択器と注文の手引き、最新Microchip報道発表、ｾﾐﾅｰとｲﾍﾞﾝﾄの一覧、Microchip営業所の一覧、代理
店と代表する工場

製品変更通知ｻｰﾋﾞｽ

Microchipの製品変更通知ｻｰﾋﾞｽはMicrochip製品を最新に保つのに役立ちます。加入者は指定した製品系統や興味のある開発ﾂｰ
ﾙに関連する変更、更新、改訂、障害情報がある場合に必ず電子ﾒｰﾙ通知を受け取ります。

登録するにはhttp://www.microchip.com/pcnへ行って登録指示に従ってください。

お客様支援

Microchip製品の使用者は以下のいくつかのﾁｬﾈﾙを通して支援を受け取ることができます。

・ 代理店または販売会社
・ 最寄りの営業所
・ 組み込み解決技術者(ESE:Embedded Solutions Engineer)
・ 技術支援

お客様は支援に関してこれらの代理店、販売会社、またはESEに連絡を取るべきです。最寄りの営業所もお客様の手助けに利用で
きます。営業所と位置の一覧はこの資料の後ろに含まれます。

技術支援はhttp://www.microchip.com/supportでのｳｪﾌﾞ ｻｲﾄを通して利用できます。

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽ ｺｰﾄﾞ保護機能

Microchipﾃﾞﾊﾞｲｽでの以下のｺｰﾄﾞ保護機能の詳細に注意してください。

・ Microchip製品はそれら特定のMicrochipﾃﾞｰﾀｼｰﾄに含まれる仕様に合致します。

・ Microchipは意図した方法と通常条件下で使われる時に、その製品系統が今日の市場でその種類の最も安全な系統の1つである
と考えます。

・ ｺｰﾄﾞ保護機能を破るのに使われる不正でおそらく違法な方法があります。当社の知る限りこれらの方法の全てはMicrochipのﾃﾞｰﾀ
ｼｰﾄに含まれた動作仕様外の方法でMicrochip製品を使うことが必要です。おそらく、それを行う人は知的財産の窃盗に関与して
います。

・ Microchipはそれらのｺｰﾄﾞの完全性について心配されているお客様と共に働きたいと思います。

・ Microchipや他のどの半導体製造業者もそれらのｺｰﾄﾞの安全を保証することはできません。ｺｰﾄﾞ保護は当社が製品を”破ることがで
きない”として保証すると言うことを意味しません。

ｺｰﾄﾞ保護は常に進化しています。Microchipは当社製品のｺｰﾄﾞ保護機能を継続的に改善することを約束します。Microchipのｺｰﾄﾞ保
護機能を破る試みはﾃﾞｼﾞﾀﾙ ﾐﾚﾆｱﾑ著作権法に違反するかもしれません。そのような行為があなたのｿﾌﾄｳｪｱや他の著作物に不正な
ｱｸｾｽを許す場合、その法律下の救済のために訴権を持つかもしれません。

法的通知

ﾃﾞﾊﾞｲｽ応用などに関してこの刊行物に含まれる情報は皆さまの便宜のためにだけ提供され、更新によって取り換えられるかもしれま
せん。皆さまの応用が皆さまの仕様に合致するのを保証するのは皆さまの責任です。Microchipはその条件、品質、性能、商品性、
目的適合性を含め、明示的にも黙示的にもその情報に関連して書面または表記された書面または黙示の如何なる表明や保証もし
ません。Microchipはこの情報とそれの使用から生じる全責任を否認します。生命維持や安全応用でのMicrochipﾃﾞﾊﾞｲｽの使用は完
全に購入者の危険性で、購入者はそのような使用に起因する全ての損害、請求、訴訟、費用からMicrochipを擁護し、補償し、免責
にすることに同意します。他に言及されない限り、Microchipのどの知的財産権下でも暗黙的または違う方法で許認可は譲渡されま
せん。

http://www.microchip.com/
http://www.microchip.com/pcn
http://www.microchip.com/support
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商標

Microchipの名前とﾛｺﾞ、Mcicrochipﾛｺﾞ、Adaptec、AnyRate、AVR、AVRﾛｺﾞ、AVR Freaks、BesTime、BitCloud、chipKIT、chipKITﾛ
ｺﾞ、CryptoMemory、CryptoRF、dsPIC、FlashFlex、flexPWR、HELDO、IGLOO、JukeBlox、KeeLoq、Kleer、LANCheck、LinkMD、
maXStylus、maXTouch、MediaLB、megaAVR、Microsemi、Microsemiﾛｺﾞ、MOST、MOSTﾛｺﾞ、MPLAB、OptoLyzer、PackeTime、PI 
C、picoPower、PICSTART、PIC32ﾛｺﾞ、PolarFire、Prochip Designer、QTouch、SAM-BA、SenGenuity、SpyNIC、SST、SSTﾛｺﾞ、Super 
Flash、Symmetricom、SyncServer、Tachyon、TempTracker、TimeSource、tinyAVR、UNI/O、Vectron、XMEGAは米国と他の国に於
けるMicrochip Technology Incor poratedの登録商標です。

APT、ClockWorks、The Embedded Control Solutions Company、EtherSynch、FlashTec、Hyper Speed Control、HyperLight Load、
IntelliMOS、Libero、motorBench、mTouch、Powermite 3、Precision Edge、ProASIC、ProASIC Plus、ProASIC Plusﾛｺﾞ、Quiet-Wire、
SmartFusion、SyncWorld、Temux、TimeCesium、TimeHub、TimePictra、TimeProvider、Vite、WinPath、ZLは米国に於けるMicrochip 
Technology Incorporatedの登録商標です。

Adjacent Key Suppression、AKS、Analog-for-the-Digital Age、Any Capacitor、AnyIn、AnyOut、BlueSky、BodyCom、CodeGuard、
CryptoAuthentication、CryptoCompanion、CryptoController、dsPICDEM、dsPICDEM.net、Dynamic Average Matching、DAM、EC 
AN、EtherGREEN、In-Circuit Serial Programming、ICSP、INICnet、Inter-Chip Connectivity、JitterBlocker、KleerNet、KleerNetﾛ
ｺﾞ、memBrain、Mindi、MiWi、MPASM、MPF、MPLAB Certifiedﾛｺﾞ、MPLAB、MPLINK、MultiTRAK、NetDetach、Omniscient Code 
Generation、PICDEM、PICDEM.net、PICkit、PICtail、PowerSmart、PureSilicon、QMatrix、REALICE、Ripple Blocker、SAM-ICE、Se 
rial Quad I/O、SMART-I.S.、SQI、SuperSwitcher、SuperSwitcher II、Total Endurance、TSHARC、USBCheck、VariSense、View Sens 
e、WiperLock、Wireless DNA、ZENAは米国と他の国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの商標です。

SQTPは米国に於けるMicrochip Technology Incorporatedの役務標章です。

Adaptecﾛｺﾞ、Frequency on Demand、Silicon Storage Technology、Symmcomは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の登録商
標です。

GestICは他の国に於けるMicrochip Technology Inc.の子会社であるMicrochip Technology Germany II GmbH & Co. KGの登録商
標です。

ここで言及した以外の全ての商標はそれら各々の会社の所有物です。

© 2020年、Microchip Technology Incorporated、米国印刷、不許複製

品質管理ｼｽﾃﾑ

Microchipの品質管理ｼｽﾃﾑに関する情報についてはhttp://www.microchip.com/qualityを訪ねてください。

日本語© HERO 2020.

本使用者の手引きはMicrochipのGoogleｱｼｽﾀﾝﾄでの音声制御使用者の手引き(DS50002969A-2020年3月)の翻訳日本語版です。
日本語では不自然となる重複する形容表現は省略されている場合があります。日本語では難解となる表現は大幅に意訳されている
部分もあります。必要に応じて一部加筆されています。頁割の変更により、原本より頁数が少なくなっています。

必要と思われる部分には( )内に英語表記や略称などを残す形で表記しています。

青字の部分はﾘﾝｸとなっています。一般的に赤字の0,1は論理0,1を表します。その他の赤字は重要な部分を表します。

http://www.microchip.com/quality
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